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聴覚失認のある
⾼次脳機能障がい者に
適した災害チャイム

兵庫県⽴⼤学
⾃然・環境科学研究所

三⾕ 雅純
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第１８１−１号

聴覚認知と聴覚失認の説明
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環境⾳

⾔語⾳ →

(⾳波)

ここでは聴覚⾔語を説明す
る。

聴覚器官や発声器官ではな
く、⾼次脳機能障がいは脳
内で起こる。聴覚失認には
聴覚障がいとは異なる対応
が必要である。

脳内⾔語
(電気信号)

→ 発話

(⾳波)
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聴覚失認者とはどんな⼈か？
•失語症で聴覚失認のある⼈

•失語症ではないが聴覚失認のある⼈

•聴覚情報処理障がい (Auditory Processing Disorders: 
APD) のある発達障がい者

•（⾼齢の、若年の）認知症者の⼀部
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三⾕ (2018) の「⾔語⾳が分かるか」という問い
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「棒読み」と「棒読みにチャイムを付加した読み」の理解しやすさを⽐較した結果．棒
グラフは，■が「棒読みの⽅が理解しやすかった」，□が「棒読みにチャイムを付加し
た読みの⽅が理解しやすかった」と回答した⼈数を表す．チャイムは「NHK緊急地震速
報の報知⾳」．軽度障がい、中・重度障がいは、⽇常の聞き取りやすさから⾃⼰申告し
てもらった．
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この研究の⽬的は
•チャイムは環境⾳だが、聴覚失認者
には気づけるものと気づけないもの
があるらしい。

•どのチャイムは気づけるか、気づけ
ないかが、⾒分けられないか︖
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⽅ 法
• 普段、友の会などで慣れた集会場に集まってもらい、集団

でわたしと対⾯形式で放送を視聴してもらった。

• ⼀回毎のチャイムの後、課題が解けたかどうかで、「チャ
イムに覚醒⼒があるかどうか」を判断した。
← 作業仮説に過ぎないが、思考を進める上で必要

• 2018年には⾼次脳機能障がい者４団体（軽度障がい者22名、
中・重度障がい者16名と、対照として⾮障がい者19名、合
計57名）を対象に視聴覚実験を⾏った。
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チャイムの種類
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パトカー・サイレン⾳

何をしたのか︖
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パトカー・サイレン⾳

被験者３グループの間で有意さが⾒られた
チャイム（Kruskal-Wallis test）
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〈 .05

被験者３グループの間で有意さが⾒られた
チャイム（Kruskal-Wallis test）
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パトカー・サイレン⾳

〈 .01
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Ryanʻs method で確率を修正したMann-
Whitney testによる多重検定の結果（〈 .01 ）
半鐘の⾳

⾮障がい－中・重度障がい、軽度障がい－中・重度障がい

緊急地震速報 REIC
⾮障がい－中・重度障がい、軽度障がい－中・重度障がい

パトカー・サイレン⾳
⾮障がい－中・重度障がい
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「まとめ」に代わる新たな疑問
• 聴覚失認者は、負荷が軽ければ問題なく課題が解けるが、負荷が重

いと、途端に解けなくなる。負荷が軽い例から、潜在的にほとんど
のチャイムは理解できるらしい。

• 多くの課題や⾔語⾳の課題といった負荷が重い時とチャイムの種類
に関連はあるのだろうか？ ほとんどのチャイムが理解できるのな
ら、課題が解けるかどうかはランダムに起こることになる。

• ところが時間をおいて繰り返す同じチャイムを聞くと、解けなかっ
た課題が解けるようになるらしい。その理由は不明である。
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